
様式第４号 

議事録又は議事概要 

会  議  名 美浦村社会教育委員会議兼公民館運営審議会 

開 催 日 時 平成３０年１１月２８日（水）午後１時３０分 

開 催 場 所 美浦村中央公民館 ２階 会議室 

議   題 
（１）平成３１年度社会教育及び公民館事業計画について 

（２）政策提言について 

公開・非公開の別 公開 

傍聴人定数・傍聴人数 傍聴人定数６名・傍聴人数０名 

審 議 内 容 

 

（１）平成３１年度社会教育及び公民館事業計画について 
 

案件１ 美浦大学の募集定員について 

現在、美浦大学は定員６０名の募集としているが、見学場所等で当該人 

数の受入不可の箇所が多く、研修内容に制限が生じていること、また、 

バス２台使用による予算上の観点から、募集定員を３０名としてはどうか 

という意見について検討を行った。 
 

※過去８年間の参加状況について資料説明 
 

○財政担当課との協議において、６０名のままで実施するのであれば負担 

金の増額を検討することとしている。 
 

Ｑ．年に何回、バス移動をしているか。 

Ａ．６回から７回である。 
 

Ｑ．初回参加者のみの募集としてはどうか。 

Ａ．初回参加者が１８名の年度もあることから、人数が少ない場合のこと 

も考慮する必要がある。 
 

Ｑ．３０名を２班に分けて実施してはどうか。 

Ａ．同じ内容の事業を２回づつ行うのは、スケジュール的に難しい。 
 

Ｑ．バス利用（外出）時の出席率は。 

Ａ．９０％を超えており、利用しない場合（公民館での実施）に比べて高 

い状況にある。 
 

○初回参加者のみ、または３０名を受け付ける等での実施は難しいことか 

ら、定員６０名として負担金を増額するのがよい。 
 

○村でバス代を負担していることから、村財政状況を鑑み負担金を６千円 

としてはどうか。 
 

○協議の結果、募集人数を６０名とし、負担金を６千円とすることについ 

て承認する。受け入れ先の選定については担当者に努力いただきたい。 

 



案件２ ジュニアアカデミーの募集定員について 

見学場所の確保及び福祉バス１台での移動が可能となること、且つ昨今 

の参加者状況を鑑み、募集定員３０名とすることについて検討を行った。 
 

○過去の参加者数をみると３０名程度で推移している。また、美浦大学同 

様、見学地の選定やスタッフ確保の観点から、３０名とすることについ 

て承認する。 

 

（２）政策提言について 

政策提言案について、各委員より政策提言のテーマを提案いただき、内 

容の確認を行った。 

 

案件１ 子どもの遊び場（放課後子ども教室・学童保育）：子どもの居場 

所づくりについて 

共働き世帯において子どもが安全・安心で生活できるような対策を講じ 

たい。 
 

○知り合いに、両親が共働き、お子さんが小学生、保育所児童というご家 

庭がある。親御さんは仕事が終わってから保育所、児童館と迎えに行っ 

てからの帰宅となる。祖父がいるが、車の運転ができない。 

時間内に保護者が迎えに行けない場合、どのような対応をしているか。 
 

○保育所、児童館の開館時間外に預かりを希望するご家庭はファミリーサ 

ポートを利用いただいている。また、児童館、保育所の開館時間延長を 

検討している。 
 

○地区公民館等で地域の方が学校帰りのお子さんを預かりできるような体 

制ができると良い。ただし、地域の方が保育所等へ迎えに行くとした場 

合、途中の交通事故等に係る責任問題がある。 
 

○子ども会育成会はお子さんのいる世帯だけではなく地域の方が入会でき 

る。有志にご参加いただけると、よりよい活動ができるものと期待され 

る。 

 

案件２ 公民館講座について 

○現在の公民館講座の開催状況を見ると若い方が参加しずらい。大半の講 

座が平日に行われており、仕事をされている方は参加できない。このた 

め、曜日や時間、回数を考える必要がある。また、若い方が参加しやす 

い条件を整えるべき。在勤の方も参加できることから、アンケート調査 

によりニーズを把握し、若い方の参加を増やしたい。 

 

 



案件３ 中央公民館事業及び成人教育の学習計画立案について 

○複数回参加者だけでなく、今まで公民館の事業に参加したことのない方 

に参加いただきたい。 

問題点の洗い出し 

・地元在住の講師が少ない 

・謝金の額を見直し 

・美浦大学の募集定員の見直し 

・アンケート調査を実施 

 

○本日の協議内容を取りまとめ、次回会議時に提言書のたたき台として作 

成し、お諮りする。 

 

○みほ文化講座アンケートについて、次回会議時に原案を提案いただきた 

 い。 

 

○みほ文化講座について、よりよい講師、企画の検討、情報収集を期待す 

る。 

 

○年配の方が分かりやすい内容、名称の講座を選定してほしい。 

 

Ｑ．各施設の環境整備をお願いしたい。 

Ａ．必要と思われる件については要望しているが、財政上、修繕等により 

対応している。 

 

そ の 他  

問 合 せ 先 

美浦村教育委員会 生涯学習課 

電話 ０２９－８８５－４４５１ 

担当 正慶 

   


